
（開示様式例）公認会計士等による期中レビューの完了（四半期決算短信）
○○年○○月○○日
各　位
会 社 名
○○○○株式会社
代表者名
代表取締役社長　○○　○○

（コード：○○○○、○○○○市場）
問合せ先
取締役広報・ＩＲ部長　○○　○○

（TEL．○○－○○○○－○○○○）
○○年○月期第○四半期決算短信（公認会計士等による期中レビューの完了）
当社は、○○年○○月○○日に○○年○月期第○四半期決算短信を開示いたしましたが、四半期財務諸表等について、公認会計士等による期中レビューが完了しましたのでお知らせいたします。
なお、○○年○○月○○日に発表した四半期財務諸表等について変更はありません。
１．公認会計士等による期中レビューの結論
＜継続企業の前提に関する事項を除外事項として公認会計士等の「除外事項を付した限定付結論」、「否定的結論」又は「結論の表明をしない」旨が記載されることとなった場合に限り記載する。＞
２．今後の対応
＜継続企業の前提に関する事項を除外事項として公認会計士等の「除外事項を付した限定付結論」、「否定的結論」又は「結論の表明をしない」旨が記載されることとなった場合に限り記載する。＞
３．○○年○月期第○四半期決算短信からの追加、変更又は訂正の内容
＜四半期決算短信の発表日及びサマリー情報における「添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー」の有無にのみ変更が生じる場合には、省略可能。＞
＜四半期財務諸表等に追加、変更又は訂正がある場合には、表題を「○○年○月期第○四半期決算短信（開示事項の追加（又は変更若しくは訂正）及び公認会計士等による期中レビューの完了）」等としてください。＞

４．上記の訂正の理由 

＜訂正がない場合には、省略可能。＞
＜その他投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項を記載する。＞
＜レビュー報告書日時点の四半期決算短信（期中レビュー報告書を含む。）を添付する。＞
以　上
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